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ハウス内

外

ハウス内は冬でも

35度以上になることも！

ハウス外では

10度になるこ
とも！

ハウス内が
外より寒い
ことも！

温度計を設置し、こまめにチェックしましょう！

(管理一例）
朝：早朝のハウス換気の実施（放射冷却対策）
※しばらく換気した後は湿度を高める為に閉める（光合成能力の向上になる）。

午前10時～午後：ハウスは開ける。
※ハウスを閉め続けると高温多湿になりやすく、病害発生のもと。
※開放箇所は風下側は開け、風上側で微調整。

夕方～夜間：ハウスは当日の温度によって開閉を判断する。
※低温であれば午後ハウス内保温の為早めに閉めるか、風が無く低温で無ければ開けておく。

適切なハウス管理は疫病、炭疽病などの対策にもなります！
ハウス内は乾燥によるハダニの多発や高温障害による葉焼けが発生しやすいので、 かん水は
こまめに行いましょう！
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θभὀ͢ԅಶṋṋΏΏὣἜἫἼ ṒϚἸࡂ൞Ἷឍṓṋ

・密植の解消
・受光、通風

態勢の改善

・施肥は、年間必要量を５、６回に分けて、こまめに施用します
→中晩柑、シークヮーサーは、常時、葉の色を緑色に保つ
→隔年結果の改善、連年安定生産型への修正

・多量、微量要素の補給→土壌分析値に基づいて実施
→土壌酸度が低い場合：苦土石灰、ＢＭようりん等の施用
→土壌酸度が高い場合：ボロンセブン（葉面散布）、過石等の施用

・間伐はいつでも可能→計画的に抜けば、収量は減りません！
→むしろ、病虫害が減って、商品性が向上します

・縮伐、整枝剪定は１２月～翌年５月まで可能です

①仕上げ摘果：１１月～１２月

樹上選果：１月～収穫まで

②摘果する果実：病虫被害果、生育不良果 摘果前 摘果後

目標園地目標樹形（独立樹）密 植

（担当：金城）
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平成26年11月4日 （3P）普 及 だ よ り

（担当：照屋）
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※①の材料は室温にしておく
※耐熱容器 直径約９ｃｍ・高さ約４ｃｍを使用
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（担当：長山）

平成26年度沖縄県農業士等認定式（H26.9.3）
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名誉女性農業士：饒波和子 氏(本部町：ｱｾﾛﾗ等)
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名誉生活指導士：又吉桂子 氏(東村：ﾏﾝｺﾞｰ)
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女性農業士：照屋和江 氏(恩納村：ﾊﾟｯｼｮﾝ・ｱﾃﾓﾔ)
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指導農業士：外間勝嘉 氏(恩納村：ﾄﾞﾗｾﾅ類)
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青年農業士：小那覇安朗 氏(今帰仁村：繁殖牛)
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名誉女性農業士：名嘉好子 氏(伊是名村：野菜)
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名誉生活指導士：宜野座愛子 氏(金武町：田芋)
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青年農業士：大城一秀 氏(金武町：マンゴー)


